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小屋取局における指標線量率2.0nGy/超過前後 
（１０月２５日）のNaI線量率等のトレンド 

指標線量率最大値 19:00 2.3 nGy/h 
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鉛遮へい取り外し後、
指標線量率のばらつき
が大きくなっている。 



超過時と非降水時のガンマ線スペクトルの比較 

Tl-208 
2614.5keV 

Bi-214 
2204.2keV 

Bi-214 
1764.5keV 

K-40 
1460.8keV 

Cs-134 
795.8keV 

Cs-137 
661.6keV 

Bi-214 
609.3keV 

Pb-214 
351.9keV 

Bi-214 
1120.3keV 
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増加しているのは、天然放射性核種のピークのみ 



指標線量率の算出方法 
ｴﾈﾙｷﾞｰ対ﾁｬﾝﾈﾙ補正(ピークのずれを補正) 

〔過去２日間の天然核種ピーク位置を用いる〕 

全線束密度ｽﾍﾟｸﾄﾙから 
全線量率を算出 
〔ＲＭ線量率〕 

Ｕ系列、Ｔｈ系列、Ｋ-40 
各直接線による寄与線量率の算出 

算出過程で体積線源モデルを使用 

入射スペクトルの成分分解(ﾚｽﾎﾟﾝｽﾏﾄﾘｯｸｽ法) 
〔波高分布を入射γ線の線束密度ｽﾍﾟｸﾄﾙに変換〕 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ線量率の推定〔ＢＧ線量率〕 
β1・Ｕ系列+β2・Ｔｈ系列+β3・Ｋ-40+β4※ 

〔 β1～β4：過去27日間の全線量率、寄 
与線量率を重回帰分析して算出〕 

指標線量率 ＝ 全線量率 
〔ＲＭ線量率〕 

－ 
寄与線量率等の積み上げ 

〔ＢＧ線量率〕 
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※福島第一原発事故由来の放射性セシウムの寄与分は、定数項としてβ4に含まれている。 



バックグラウンド（BG）線量率の推定に生じる誤差 

線源配置の仮定 
体積線源モデル 

・地中に線源が一様に分布し、そこから放射線が放出され
る状態を仮定 

・ガンマ線と土壌成分との相互作用よる吸収・散乱が織り
込まれている。 
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直接線による寄与線量率算出時 

低エネルギーの
ガンマ線は高エ
ネルギーのガン
マ線より強く吸
収・散乱される。 

検出器 

ガンマ線 

放射性核種 



特に少量の雨で多量の天然放射性核種が降下した場合 
・地表面に線源が分布し、そこから放射線が放出される。 
・土壌によるガンマ線の散乱・吸収が少ない。 
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降水時における線源分布 

雨 



線源分布の違いによる線束密度比の比較 
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Bi-214 
2204.2keV 

Bi-214 
1764.5keV 

Bi-214 
1120.3keV 

Bi-214 
609.3keV 

Pb-214 
351.9keV 

U系列直接線の線束密度スペクトル 
（中心エネルギー１６９０keVの領域で規格化） 

このエネルギーの線束密度か
ら全体の線束密度を算出 



まとめ 

• 小屋取局において指標線量率が2.0nGy/hを

超過したが、スペクトルの確認により発電所
起因ではないと考えられた。 

• 超過した原因は、全線量率からBG線量率を
差し引いて求める指標線量率が、BG線量率

の過小評価により大きくなったものと考えられ
る。 
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